










































































































































































































































































































































































































































































































（44.6 %） （45.0 %）
② 比較可能性の向上（同業他社との比較可能性の向上に資する）
15社 12社
（23.1 %） （20.0 %）
③ 業績の適切な反映（他の会計基準に比べて，IFRS の方が自社の業績を適切に反映する）
6社 9社
（9.2 %） （15.0 %）
④ 海外投資家への説明の容易さ（海外投資家に説明がしやすい）
6社 7社
（9.2 %） （11.7 %）
⑤ 資金調達の円滑化（海外における資金調達の円滑化に資する）
5社 2社
（7.7 %） （3.3 %）
⑥ その他
4社 3社
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